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平成25年度京都大学防災研究所共同研究「台風研究会」のご案内
「台風災害の発生メカニズム解明と減災に関する研究集会

―気象学・風工学・土木工学・情報学・報道を交えて―」

2011年（平成23年）の台風第12号と15号では，90人

以上の死者・行方不明者が出てしまいました．台風は

現在でも，社会生活に大きな脅威をもたらす自然現象

であることには変わりはありません．最近の科学技術

の進歩により台風進路予報の精度が向上してきたにも

かかわらず，なぜこれほどまでの甚大な台風災害が起

きてしまうのでしょうか？ 異分野の研究者が集い，

それぞれの視点からの研究成果を交わすことで，近年

の台風災害メカニズムの解明と被害低減の方策・展望

を提案することを目的とします．

研究代表者：筆保弘徳（横浜国立大学教育人間科学部）

防災研担当者：林 泰一（京都大学防災研究所流域災

害研究センター），竹見哲也（京都大学防災研究

所気象・水象災害研究部門）

主催：京都大学防災研究所

日時：2013年９月９日（月），10日（火）

場所：京都大学宇治構内 共通遠隔会議室HW401

（JR奈良線黄檗駅，京阪電車黄檗駅 徒歩約10分）

講演ご希望の方は，2013年７月16日（火）までに，

演題，発表者などの情報をお申し込みください．旅費

の支給をご希望の方はその旨もお知らせください．旅

費については，必ずしもご希望にそえるとは限りませ

んがご了承ください．

参加のみご希望の方も同様に，2013年７月16日

（火）までにご連絡ください．なお，旅費支給は講演

者を優先いたします．

申し込み先：筆保弘徳 fude＠ynu.ac.jp

編集後記：現在気象学会では著作権委譲手続きのあり

方についての検討が行われています．しかし私自身，

著作権についてこれまでしっかりと勉強したことはな

かったため，文化庁の「著作権テキスト」なるものを

眺めてみましたので，少しご紹介したいと思います．

「著作権」とは著作物が無断で公表・複製・頒布な

どをされない権利のことです．著作物を創作した者

（著作者）が著作権を持つことになりますが，著作権

は譲渡できます．個人で創作したものは，その創作し

た者が著作者になりますが，共同で創作した著作物で

寄与分を分離して個別に利用できないもの（共著論文

など）は，寄与した者全員が著作者になり，その保護

期間（著作権の発生から消滅までの期間）は創作した

時点から，最後に死亡した著作者の死後50年までにな

ります．気象学会が発行している著作物（天気・気象

集誌など）は，編集著作物としての権利は学会が持っ

たとしても，論文などの著作権は著作者が持つ事にな

ります．

保護期間が切れている場合，私的使用や引用など以

外の利用には，権利者の了解を得ることが原則となり

ます．著作物を利用するたびに著作者を探し出し了解

を得たり，気象学会が冊子を新たに電子化してホーム

ページで公開したりするたびに，了解を得ることは相

当の労力を必要とするため，気象学会では著作者から

著作権を委譲して頂けるようお願いしています．

著作権の委譲は口頭でも可能ですが，「全ての著作

権を委譲する」等として文書を残しておくことが一般

的です．「天気」でも，今後掲載される記事について

は何らかの形で文書による委譲手続きを導入するよう

検討を進めております．具体的な方法が決まりました

らお知らせ致しますので，その際にはご協力をお願い

致します． （小野耕介)


